病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年　7月　5日(金)　　　　司会：松村　裕美　　記録：横町　真希子
	松村
	木村
	西山
	岩藤
	羽田
	清川
	田口
	秋山
	三浦

	○
	深夜
	研修
	準夜
	深夜
	　◯
	◯
	公休
	○

	横町
	原子
	石橋
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	準夜
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・業者が入り、以下の日程でワックスがけをする事になりました。
　４階：7/9（火）、7/16（火）
　３階：7/16（火）～7/19（金）
　階段：未定
・患者様の担当ＳＷが分かり辛い為、全病棟分の一覧を依頼しています。
＜患者様連絡事項＞
・内田　都影様～膝、股関節痛訴えあり、湿布薬の希望あり。深澤Ｄｒより、ハップスター２Ｐ処方となっています。
＜要注目患者様＞

・成田　富士子様～連日低血糖症状見られていますが、本日午前中の外出では症状訴えありません。帰院時に顔面蒼白であった為、蒟蒻ゼリーを水分補給として摂取して頂いています。その後は血糖値：151㎎/dlで経過、疲労感の訴えもありません。
・小笠原　美千代様～日中の眠気は徐々に軽減しており、日課やプログラムも問題なく取
組めています。
・内田　都影様～シクレストが止めになった頃より、表情の硬さやトゲのある話し方をす
る、スタッフを選ぶ、話の内容を受け入れられない等の行動が見られ始
めています。周囲とのトラブルに注意していきましょう。
・高田　マキ様～減薬後より妄想活発、スタッフへ敵意を向ける、拒薬が見られています。拒薬の理由としては「眠れなくなる。」「身体に合わない。」と話されています。
・松川　順子様～本日も食事の際にかき込み・詰め込みが見られています。注意にも止める事出来ず、ひと口食べる毎にスタッフが皿を取り上げる➝飲み込む➝皿を渡す、という介入を繰り返しています。昨日より食事形態がハーフ食へ変更となっていますが、形態自体は白飯・常菜であり、かき込みや詰め込んで食べてしまう事に対する対策としては不十分である為、ハーフ食（粥・キザミ・パン禁）＋メイバランスミニ４本（１－２－１）＋ＭＡラクフィア２本へ本日夕から変更しています。摂取状況の確認をしていきましょう。
＜ＳＳＴミーティグ＞
・７月短期目標設定
・洗面所でのマナーや氷の使用について注意事項を説明
・ワックスがけの日程説明
＜田名部Ｄｒケース検討・診察状況＞
・西舘　力哉様～外泊が7/13（土）9：30～7/14（日）16：00の為、家族様が希望するのであれば、7/13（土）に退院前訪問指導を実施していく。車の運転を本人希望しており、主治医へ確認しており、許可となっている。臨時薬が同内容で７日分処方となっている。退院後、外来日に注射薬も行っていくとの事。
・高田　マキ様～減薬後より拒薬（チミペロン）見られ、妄想も活発となっている。周囲との関係性の悪化は現時点ではないが、今後トラブルに至る可能性は高い。主治医の説明も聞かずに怒り口調で一方的に話しており、介入要している。薬剤調整にも抵抗されているが、必要性を説明し、フルメジン糖衣錠（１）２Ｔ　２×朝・夕　７日分臨時処方となる。
・越後　京子様～7/11（木）13：00、サ高住「福の里」へ入所の為、退院予定。同日10：30よりケア会議あり。家族様は初外来を7/19（金）に希望。同日11：00で予約済み。臨時薬が同内容にて５日分処方となる。退院時処方は来週の診察時に出すとの事。
・尾嵜　マリ子様～自宅退院に向け動いていたが、やはり家族様が拒薬や怠薬がないか不安であるとの事。介護保険の区分変更をＰＳＷへ依頼している。本人は退院後に車の運転をしたいと話している。臨時薬が同内容にて７日分処方となる。
・小笠原　美千代様～日中の眠気は軽減されている。眠気自体はまだあるが、余暇時に休む程度であり、日課やプログラムには支障はない。幻聴もないと話されている。オランザピンＯＤ錠（５）１Ｔが止め、他同内容にて７日分臨時処方となる。明朝より減薬となる為、状態観察する様指示あり。
・石井　幸子様～自宅退院に向け、外泊訓練実施している。外泊中も約束事はきちんと守れている。7/29（月）10：00より障害福祉サービス認定調査予定。その後、サービスの調整をしていく。臨時薬が同内容にて７日分処方となる。
・成田　富士子様～気分変動は自制内であるが、低血糖症状の訴えが連日聞かれている。来週小倉Ｄｒ診察時に、昼のインスリンの単位について確認し調整していく。臨時薬が同内容にて７日分、アピドラ１本処方となる。
・齊藤　光枝様～青風荘入所については、歩行器使用している為不可との連絡あり。血液データ上、肝障害が見られた事から、7/3（水）よりアマンタジン→トリヘキシフェニジルへ変更。夫様へ手紙を出したとの事。「鈴鹿へ行けば何とかなります」と話しており、主治医からは家族で話し合っていきましょうと説明受けている。
・松川　久雄様～生保受給中。自宅退院に向け、デイケア体験利用をすすめていく。退院前訪問指導を行い、自宅の掃除やライフラインを確認。その後外泊訓練を実施していく。デイケア利用について本人は通うのが大変だと話している。（鮫駅まで徒歩20分）
・鎌田　慶一郎様～酸化マグネシウムの拒否あり、説明にて渋々服薬していた。センナリド増薬後は１回/２～３日で排便あり。酸化マグネシウムについて、「飲んでいたら良かった。今のままでいい。」と拒否的発言は聞かれずにいる。右を握ると指が痛むとの訴えあり、メコバラミン（500）３Ｔ　３×毎食後が追加、他同内容にて７日分臨時処方となる。
・織笠　健太郎様～入浴後のバスタオルの使用はウイルスがついているとの理由で使用を拒否。面会時に母様へ詰め寄り、退院を強要する事あり介入、短時間で面会終了している。チミペロン（３）２Ｔが止め、ビペリデン塩酸塩（１）２Ｔ→１Ｔへ減薬、他同内容にて７日分臨時処方となる。
・犾守　佑太様～7/17（水）主治医より退院許可下りている。初外来は8/2（金）10：30で予約を入れた事を合せて母様へ連絡済み。当日は10：00に母様が迎えに来られるとの事。事業所には母様から連絡を入れるが、作業所の利用開始は７月末から８月頭になると説明受けたとの事。正式利用になるまでの間、体験は可能か確認があり、作業所と相談になるが体験を進める事は可能である事を説明している。
